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 今日から７月です  

　 梅雨 入 り か ら 、 暑い 日 、 涼し い 日 、 じめ じめ し た日 、ま た、 警報 や 津波 注意 報が

発令されるなど、落ち着かない６月だったかと思います。そんな長い６月も終わり、

夏 本番 を 思 わ せ る よう な 強 い日 差 し が 校庭 にも 降 り注 いで いま す。 子 ども たち は、

汗をいっぱいかきながら、元気いっぱいに学習や運動に励んでいます。  

　 ７月 に な り 、 本 格的 な 夏 が近 づ い て きま した 。 子ど もた ちが 毎朝 水 やり をし てい

る鉢植えも、強い日差しを浴びてぐんぐんと背を伸ばしています。 

 

 成長は自分の力で  

　 さて 、 子 ど も の 「成 長 」 とい う も の は、 時に 目 に見 えに くく 、親 心 とし ては もど

かしく感じることもあるかもしれません。 

　例えば、「最近、宿題を後回しにして遊びたがるけれど、大丈夫かし

ら……」「何かあったとき、自分の気持ちではなく、お友達の行動ばか

り を 言い 訳 の よ うに 説 明 する よ う に な った な……」 とい った 姿に 、不

安や焦りを覚えることはありませんか。  

　 も ちろ ん 、 宿 題は 先 に 済ま せ る べ き です し 、ト ラ ブル があ った とき

は 自分 の 言 葉 で 自 分の 気 持 ちを 伝 え る こと が大 切 です 。気 にな る姿 が あれ ば、 その

都度正していくことも必要でしょう。しかし一方で、「子どもの成長には、寄り道や

停滞がつきもの」という視点を持っておくことも、同じくらい大切です。 

　成長とは、一本道で右肩上がりに進むものばかりではありません。

足踏みをしたり、少し回り道をしたりしながらエネルギーを蓄え、あ

る日突然、自分の力でぐんと飛躍するものです。  

　これは、植物の成長によく似ています。毎日眺めていても変化がな

いように見えますが、ある朝ふと見ると、大輪の花を咲かせているこ

と があ り ま す 。 目 には 見 え なく と も 、 土の 中で は 根が しっ かり と深 く 、広 く伸 びて

いるのです。子どもの心の中でも、今まさに同じことが起きているのかもしれません。 

　中国の古い格言に、このような言葉があります。 

　「根深ければ枝繁（しげ）く、源（みなもと）遠ければ流れ長し」 

　 根が 深 く 張 っ て いれ ば 、 地上 で は 枝 葉が 豊か に 茂る 。水 流の 源が 遠 く豊 かで あれ

ば、川の流れは長く続くという意味です。 

　 目先 の 変 化 を 急 がせ る の では な く 、 今は 見え な い「 根」 を育 てる 時 期。 子ど もの

力 を信 じ 、 気 に な ると こ ろ は優 し く 諭 しつ つも 、 時に はお おら かな 気 持ち で見 守っ

て いく 。 そ ん な 温 かい 眼 差 しが 、 子 ど もた ちの 安 心感 とな り、 次の 飛 躍へ のエ ネル

ギ ーへ と つ な が っ てい き ま す。 ご 家 庭 でも 、子 ど もた ちの 小さ な「 根 っこ の成 長」

を信じ、見守っていただければ幸いです。 

                                                        （校長　岩﨑 新太郎） 


